








（整備計画関連事項）

① ⑥
② ⑦
③ ⑧
④ 木材の販売、流通 ⑨
⑤ ⑩

①

連携方針
　愛知県・岐阜県・長野県が、自動車産業をはじめとしたものづくり産業と、交通結節性の高さを活かし、広域的な産業・物流の効率化に資する社会資本整備を進め、アクセス性を
向上させることにより、広域的な産業活性化を図る。

推進体制
　高規格道路を軸とした産業・物流活性化について、愛知県、岐阜県、長野県の関係部局が中部ブロック企画担当者会議などで連携を図る。

具体的な
取組内容

　中部圏広域地方計画で掲げる産業強化の実現に向け、各県担当者による連携会議で、各県の取組状況に関する情報交換を行うとともに、今後の方針等について検討を行い、必要に
応じて事業内容の見直しを行う。さらに、上位計画を所管する部局とも連携して事業を推進する。

・東海環状自動車道（山県IC～大野神戸IC、養老IC～大安IC間）（事業主体：国土交通省）
・三遠南信自動車道（飯田上久堅・喬木富田ＩＣ～喬木ＩＣ間）（事業主体：国土交通省）

・産業空洞化対策減税基金による補助制度（２１世紀高度先端産業立地補助金、新あいち創造産業立地補助金、新あいち創造研究開発補助金）（事業主体：愛知県経済産業局）

その他

交付対象事業に関連して実施される主な事業

・三遠南信自動車道（東栄IC～鳳来峡IC間） （事業主体：国土交通省）

拠点施設へのアクセス時間を短縮させ、物流の効率性を高める A11-001、A11-002、A11-003、A11-004、A11-005…　ＢＰ整備５箇所

備　　考

連携先都道府県との連携について

整備方針 整備方針に合致する主な事業

大口地区流通施設集積群

西尾南部地区工業施設集積群 自動車産業

新城八名地区工業施設集積群 自動車産業

幸田中央部地区工業施設集積群 自動車産業

計画の評価の実施予定
事後：令和８年３月予定

拠点施設 広域的特定活動 重点地区 拠点施設 広域的特定活動 重点地区



計画の名称：世界ものづくり対流拠点の中部圏における広域的産業・物流活性化計画 事業主体名： 愛知県
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　１）民間事業者等の多様な主体との連携が図られている。

　２）事業実施のための環境整備が図られている。

　５）地域資源の活用はハードとソフトの連携等を図る計画である。

　１）十分な事業効果が確認されている。

　２）他の事業との連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。

　１）拠点施設で広域的特定活動が実施される見込みが高い。

　２）拠点施設整備を新たに行う場合、その蓋然性が高い。

Ⅲ．計画の実現可能性

⑤計画の具体性

⑥円滑な事業執行の環境

④事業の効果

　４）拠点施設・拠点施設整備事業と基幹事業の一体性が確保されている。

社会資本整備総合交付金チェックシート

Ⅰ．目標の妥当性

①基本方針・上位計画等との適合等

②目標と広域的特定活動及び拠点施設との関係

Ⅱ．計画の効果・効率性

（広域連携事業）

　・国土形成計画（全国計画）
　・国土形成計画（広域地方計画）、北海道総合開発計画又は沖縄振興計画
　・社会資本整備重点計画
　・環境基本計画
　・その他（　　　　愛知県社会資本整備方針2025・あいちビジョン2030　　　　　　　）

　１）基本方針と適合している。

　２）上位計画等と整合性が確保されている。

　１）広域的特定活動により、目標達成の可能性が高い。

③目標と事業内容の整合性等

　２）広域的特定活動の拠点としての拠点施設の位置づけが妥当である。

　１）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。

　２）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。

　３）指標・数値目標が分かりやすいものとなっている。




